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文
明
の
歴
史
は
竣
及
人
及
カ
ル
ヂ
ア
人
に
始
ま
れ
る
も
、

西
暦
紀
元
前
十
五
世
紀
以
降
歴
史
の
預
る
所
は
ア
リ
ア
ン
及
セ
ミ
チ
ヅ

ク
の
二
類
民
族
に
限
る
。
後
者
は
商
民
族
た
り
し
フ
ェ
ネ
シ
ア
人
、
宗
教
民
族
た
り
し
猶
太
人
、

戦
民
族
た
り
し
阿
刺
比
軍
人
を
含

み
し
が
、
ア
リ
ア
ン
は
一
部
は
印
度
に
他
の
一
部
は
欧
洲
に
そ
の
家
郷
を
殻
見
し
、
過
去
に
於
て
世
界
の
先
頭
に
立
ち
現
に
叉
そ
の

春
れ
を
捨
ふ
諸
国
民
を
生
め
り
、
往
古
に
あ
り
て
は
哲
単
一
友
宗
毅
の
大
思
想
民
族
と
し
て
の
印
度
入
、
嬰
術
及
接
聞
の
創
作
者
た
り

し
希
臓
人
、
東
と
西
と
に
古
代
大
帝
園
を
築
き
し
波
斯
人
及
羅
馬
人
を
生
み
、
近
時
に
至
り
で
は
悌
蘭
西
人
、
狗
逸
人
、
和
蘭
人
、

露
西
空
人
、
英
米
人
を
生
み
た
H
，
と
は
、
史
家
∞
ofdc-Eω

が
そ
の
著
古
代
文
明
史
中
に
大
観
せ
る
所
在
り
。
そ
の
視
野
内
に
布
さ

T
E
る
が
篤
め
に
然
り
し
ゃ
、
或
は
知
り
つ
L
故
意
に
是
を
逸
脱
せ
し
め
し
ゃ
を
知
ら
?
と
蹴
も
、
士
口
き
農
業
文
明
が
東
亜
特
に
支
那

に
於
て
燦
然
た
り
し
を
停
へ
ざ
る
は
物
足
ら
ぬ
心
地
せ
ら
る
L
所
左
り
。

太
古
花
畑
地
の
世
よ
り
農
業
は
支
那
人
の
主
生
業
た
り
き
、
市
し
て
支
郊
の
土
壌
は
特
に
揚
子
江
黄
河
聞
の
大
三
角
州
幾
多
河
川
流

域
の
数
k

に
於
て
極
め
て
肥
沃
た
り
、
賞
に
支
那
文
化
が
育
成
さ
れ
し
園
土
の
特
別
外
界
性
献
が
前
亜
細
亜
叉
は
近
東
洋
(
土
耳
古
、

ct. Ch. Seignobos， History of Ancient CivilizaLion， [go:;r~ pp. 18， 19・)
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検
及
、
イ
ラ
ン
、
ィ
ラ
ッ
ク
、
ジ
リ
ア
ン
・
レ
バ
ノ
ン
、
パ
レ
ス
ダ
イ
ン
)
の
諸
自
然
事
情
と
大
に
異
れ
る
の
事
賞
に
制
約
せ
ら
れ
し
ゃ
注
意

す
る
の
要
-
あ
り
、
地
理
的
諸
傑
件
の
特
異
は
園
初
よ
り
今
日
に
至
る
迄
支
那
の
賃
態
上
鮮
明
に
呈
路
せ
ら
る
L
や
、
西
洋
の
諸
民
族

及
闘
家
構
成
に
於
け
る
と
具
る
こ
と
友
き
も
唯
そ
の
仕
方
に
於
て
は
相
違
し
た
り
‘
印
ち
照
的
支
知
人
が
流
水
友
き
内
部
強
制
亜
よ

り
太
洋
へ
流
出
す
ぺ
く
季
節
風
間
明
断
に
よ
り
そ
の
気
候
を
決
せ
ら
る
べ
き
黄
河
水
脈
諸
金
地
へ
の
最
初
出
路
を
後
見
せ
る
に
営
り
、

そ
の
従
来
に
於
け
る
生
活
及
開
化
形
態
に
完
全
管
化
を
途
ぐ
る
の
外
な
か
り
し
な
ら
ん
、

そ
の
本
源
の
占
地
が
何
庭
な
り
し
と
す
る

も
、
そ
は
内
部
山
細
川
M

皮
そ
の
没
境
が
流
水
及
李
町
内
降
閣
に
乏
し
き
こ
と
‘
抱
に
山
市
な
き
荒
野
及
山
版
原
野
に
比
し
濯
水
さ
る
べ
き

耕
地
狭
小
た
り
し
一
ヰ
怒
の
下
成
立
し
得
ペ
き
生
川
を
替
む
の
外
な
か
り
し
な
ら
ん
.
全
ツ
ヲ
ン
(
波
斯
の
品
方
、
ド
ル
キ
九
グ
ン
を
合
む
)

及
イ
ラ
ン
(
波
斯
)
は
か
L

る
砂
漠
内
沃
地
な
り
、

チ
グ
リ
ス
、

ユ

1
ブ
ラ
テ
ス
の
下
流
域
は
地
域
的
に
一
居
宏
大
た
る
耕
作
不
能

地
域
内
に
あ
り
乍
ら
割
合
に
千
弘
く
漂
水
さ
れ
得
ペ
き
砂
漠
内
沃
地
に
外
な
ら
や
、
さ
れ
タ
」
支
那
の
前
記
新
境
土
は
新
来
者
を
し
て

無
限
展
開
の
希
望
に
燃
へ
し
め
、
雨
水
に
悪
ま
れ
腕
雌
た
る
耕
地
を
耕
や
す
の
可
能
を
意
の
僅
に
速
く
太
洋
に
及
ぶ
迄
も
推
し
進
め

得
た
り
、
吾
人
は
裳
に
気
候
及
土
壌
の
性
質
に
訴
へ
北
支
の
多
〈
が
何
れ
の
日
か
守
て
樹
木
昌
へ
し
と
と
あ
り
し
ゃ
疑
は
し
と
せ
る

も
、
そ
は
半
湖
沿
又
は
砂
漠
の
地
に
於
て
然
り
、
さ
れ

E
悦
ふ
に
是
等
新
山
川
百
七
に
は
そ
の
常
初
山
岳
地
の
み
な
ら
や
大
半
原
に
も
一
九

林
存
せ
し
友
る
べ
く
、

そ
は
来
住
移
民
の
進
出
に
よ
り
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
し
友
ら
ん
、
か
L

る
事
情
鋭
化
の
下
先
づ
達
成
せ
ら
れ
し

第
一
事
は
人
口
の
比
類
た
き
大
増
加
間
断
た
く
遂
げ
ら
れ
し
こ
と
に
あ
り
、
西
部
諸
国
の
砂
漠
門
沃
地
域
及
山
腹
原
野
に
あ
り
で
は

自
然
的
特
別
生
活
保
件
に
よ
り
内
然
の
人
口
増
加
に
就
き
、
或
は
成
〈
或
は
狭
き
の
差
あ
り
て
も
脱
易
く
し
て
党
桜
に
は
険
越
を
許

さ
ざ
る
限
界
加
へ
ら
れ
た
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
繁
か
る
べ
き
戦
飢
的
政
治
的
生
仔
競
争
並
に
耕
地
及
バ

y
に
闘
す
る
自
然
と
の
闘
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局
寸
疾
呼
の
如
く
深
く
又
強
く
、
困
対
的
一
特
別
髄
系
の
現
出
に
影
響
す
べ
き
一
因
子
別
に
存
す
べ
き
乙
と
を
考
へ
得
ぺ
き
や
、
そ
は

か
L

る
事
情
の
下
来
住
移
民
相
互
間
た
る
と
又
一
原
住
民
政
と
の
問
た
る
と
を
問
は
や
、
何
等
の
闘
争
な
き
を
考
へ
得
ざ
る
と
等
し

く
考
へ
難
き
所
た
り
、

又
自
然
が
白
か
ら
提
供
す
る
所
外
観
的
に
は
無
限
な
る
が
如
き
も
そ
は
賃
際
的
に
は
信
じ
得
ぺ
き
と
と
た
ら

A
Y
、
何
れ
に
し
て
も
一
面
支
那
人
の
祖
先
忙
於
け
る
と
他
両
内
部
及
西
亜
細
川
M

に
住
め
る
諸
民
族
に
於
け
る
と
、
土
地
、
気
候
、
生

存
競
争
へ
の
問
削
に
よ
り
欧
州
叶
化
百
九
日
影
智
伊
」
具
に
せ
る
は
、
高
く
一
昨
慣
さ
る
ぺ
き
所
な
ら
ん
.
か
く
支
那
後
展
の
初
期
が
全
く
特

殊
の
事
相
hv」
川
主
せ
る
こ
と
を
顕
彰
ナ
る
も
の
は
、

ズ
別
人
が
ア
リ
ア
ン
及
セ
ミ
チ
ア
グ
の
ご
民
族
聞
に
見
る
が
如
き
一
仰
話
及
英
雄
開

を
有
せ
ざ
る
の
事
貨
に
如
く
は
芙
し
、

そ
の
前
史
的
英
雄
は
人
に
火
を
授
け
家
作
、
耕
転
、
諸
税
穀
、
抑
制
切
を
教
ヘ
、
文
宇
を
和
田
明

し
、
市
場
及
商
業
交
日
却
を
開
く
が
如
き
事
に
蛍

μ
る
平
和
の
英
雄
な
り
、
孟
子
が
営
尭
之
時
・
天
下
猶
ポ
卒
、
洪
水
成
流
、
氾
位
於

天
下
、
草
木
暢
茂
、
公
獣
繁
殖
、
五
穀
不
登
、
禽
獣
一
個
人
、
歌
蹄
鳥
跡
之
辺
、
交
於
中
閣
発
濁
愛
之
、
血
苧
舜
而
敷
治
・
誌
.
理
仮
谷
掌

火
、
議
烈
山
海
而
焚
之
、
ん
町
内
猷
挑
一
匹
、
再
疏
九
何
綿
情
深
而
注
諸
海
、
決
汝
漢
、
排
洗
泊
、
而
注
之
江

然
後
中
園
可
得
而
食
也
、

営
是
時
也
、
高
八
年
於
外
、

三
週
共
門
市
不
入
、
雌
欲
耕
得
乎
(
勝
文
公
章
句
土
中
)
と
支
那
古
代
経
尚
史
観
を
極
め
て
簡
潔
に
吐
露
せ

る
串

i

同
県
に
古
今
の
名
文
に
し
て
由
来
岩
人
の
愛
讃
措
く
能
は
ざ
り
し
所
た
り
。
古
文
郊
の
図
民
性
は
現
在
の
北
文
一
判
流
域
及
大
卒
原

に
於
て
伐
採
川
の
斧
及
農
民
の
型
乞
以
て
せ
る
佼
崎
に
よ
り
、

別
品
に
血
塗
る
こ
ム
」
比
較
的
に
砂
く
し
て
形
成
さ
れ
た
り
、
院
ら
く
は

今
は
減
t
併
せ
る
原
住
民
族
が
夙
に
来
住
支
那
人
以
前
に
悲
所
に
占
球
せ
る
も
、
そ
は
北
亜
及
東
一
拍
に
於
け
る
森
林
民
族
に
見
た
る
如

き
特
別
の
捉
抗
力
を
有
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
、
同
盟
.
ツ
ラ
ン
、
イ
ラ
ン
及
古
ユ

1
7
ラ
テ
ス
開
化
地
域
、
向
叉
印
度
及

-p民主
a

(
ト
ル
キ
ス
タ
シ
出
回
二

E
コ
戸
川
の
古
名
)
』
申
書
持
黒
r
掃
を
固
め
る
犬
山
腹
地
に
て
は
、
闘
争
は
質
際
上
高
象
の
父
た
り
き
、

。-一時〔E=ぬ
い
円
}
w
a

t
 



何回

u
g
(古
ア
ツ
シ
リ
ア
・
バ
、
ピ
ロ
ン
の
神
話
)
よ
り
中
古
濁
逸
俗
謡

Z
Z
E元
自

に
至
る
迄
、
世
は
地
上
に
メ
全
地
球
を
掩
ひ
歴
k

さ
れ
F
」
支
那
に
於
け
る
戦
飢
の
歩
調
は
史
書
之
を
体
ふ
る
の
後
に
至
り
て
創
め
て
始
ま
り
、
而
も

そ
の
史
乗
に
は
勇
賄
詩
及
戦
闘
歌
を
見
中
、
加
苧
ろ
淡
島
た
る
鍍
事
中
之
が
些
少
の
存
考
を
ム
析
す
に
過
ぎ
十
。

銀
の
基
一
嶋
及
軍
歌
K
議
き
た
り
、

遠
酉
の
聖
教
を
待
つ
迄
も
な
〈
無
数
世
紀
を
通
じ
虞
ら
く
は
草
に
生
め
よ
殖
や
せ
よ
地
に
漏
て
よ
の
趣
旨
を
そ
の
眼
目
と
せ
る
文

滞
民
族
の
前
史
が
、
如
何
に
強
く
又
如
何
に
深
く
後
世
に
於
け
る
支
那
精
神
界
の
例
成
に
影
響
し
た
る
か
は
、
有
史
時
代
の
初
め
よ

り
今
日

ι一
五
日
。
詰
枇
命
日
的
宗
教
的
綱
紀
と
し
て
の
家
族
が
、

L

父
一
那
人
の
金
生
活
を
支
持
又
が
右
し
、
組
光
山
宗
界
、
家
族
の
完
町
、
(
永

系
法
治
a

の
義
務
が
如
何
に
根
強
〈
そ
の
枇
合
折
口
同
情
と
し
て
埼
は
れ
し
か
そ
察
知
す
る
と
と
に
上
り
推
則
す
る
を
得
ん
、

多
く
の
版
始

ア
一
一
ミ
オ
ム
ス

民
族
に
於
け
る
如
く
所
調
官
同
有
精
神
論

ω形
式
に
よ
れ
る
組
先
崇
拝
は
支
那
原
人
に
あ
り
て
も
亦
既
に
そ
の
俗
的
宗
教
観
念
界
に
大

た
る
働
を
占
め
し
な
る
べ
し
、

き
れ
ど
支
那
に
あ
り
で
は
別
に
向
そ
の
規
則
正
し
き
降
雨
に
よ
り
直
下
に
作
付
可
能
と
な
さ
る
べ
き

大
間
積
の
土
地
開
拓
の
尤
基
的
経
過
備
は
れ
る
あ
り
、
家
族
隼
貫
一
以
外
こ
の
事
情
を
伴
ふ
こ
と
な
か
り
し
も
の
左
せ
ん
か
、
右
信
念

が
一
常
に
俗
人
宗
教
意
識
た
る
の
み
な
ら
や
識
者
の
折
口
早
的
倫
理
従
ひ
て
又
公
認
岡
教
の
持
久
的
活
本
た
る
に
亙
る
の
機
縁
と
は
辛
う

じ
て
成
り
得
ざ
り
し
た
ら
ん
。

シ

ム

プ

ル

ル

手

ン

ヲ

リ

ド

リ

ピ

車
純
な
ら
ざ
る
も
常
套
又
泰
平
た
る
農
業
の
営
み
は
、
支
那
に
て
は
今
日
に
至
る
迄
感
受
の
理
忽
的
隼
主
に
於
け
る
と
同
様
、

只
地
自
に
賓
際
の
枇
舎
及
経
済
関
係
上
氏
族
の
瑚
想
た
る
こ
と
を
績
け
た
り
、
査
し
政
府
及
そ
の
他
の
諸
施
設
並
に
諸
階
級
民
陀
於
け

る
諸
物
は
、
根
本
に
於
で
は
耕
地
の
作
付
、
内
足
場
作
物
の
成
育
、
地
方
氏
の
隔
祉
を
奨
む
る
を
そ
の
目
的
と
す
る
の
み
た
り
、
支
郊
に

於
け
る
園
民
の
生
活
は
耕
地
及
牧
穫
を
廻
り
て
駿
一
押
し
、
率
土
は
支
那
ん
に
と
り
寓
端
な
る
が
故
に
そ
の
家
族
感
は
そ
の
宗
教
と
た

支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
容

六
七

第
五
説

cf. Paul Rohrbach， Deutsch-Chinesische St t:~dien.) 1909， SS. 7-9・12) 



支
那
賎
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

アて

七

第
五
掠

れ
り
、
近
附
支
那
の
諸
部
分
人
口
過
剰
の
た
め
に
一
時
的
出
放
の
み
な
ら
や
事
賃
上
の
往
住
も
起
れ
る
の
事
貨
に
よ
り
、
支
那
人
が

生
永
の
支
那
人
と
し
て
は
深
く
地
に
根
ざ
せ
る
長
人
の
典
型
た
り
、

又
依
然
と
し
て
そ
の
欣
を
続
け
た
る
の
一
一
号
賀
に
就
き
狐
疑
す
る

こ
と
あ
る
べ
誉
に
非
中
、
而
し
て
開
始
の
寓
有
精
神
論
を
家
族
と
田
畑
と
の
自
然
的
混
合
設
生
態
た
る
が
如
く
保
守
せ
し
む
る
に
週

し
、
叉
今
日
に
至
る
迄
堅
持
さ
る
る
祖
先
一
同
然
の
儀
闘
を
設
建
せ
し
む
る
に
泊
せ
る
と
と
、
右
の
事
貨
に
勝
る
べ
き
何
物
も
存
せ
ざ

り
昔
、

人
の
日
々
な
る
刊
は
み
は
別
の
如
何
な
み
純
知
に
よ
り
O
L
u支
那
農
民
の
開
始
決
議
的
現
物
経
済
況
に
之
に
仲
ム
外
側
印
私
風
の
無

1
f
吏
党
、

6
1↓
R
Hう
旧
き
u
f
l
E
Fし
i

ポ
字
、
ワ
品
占
礼
文
律
守
こ
寺
、
T

5
主
主
ノ
、
』
ろ
士
主
'f-
〉

7
T
司
コ
k
v
h
司
バ
最
封
工

5
b
b
L手
t
)

1
1
4
1
ノ
イ
』
重
げ
よ
う
L
F
H
r
h川

U
J
F
ノ
コ
壬
q
!
J
L
E
:
t
n
M
F
V
中
小
i
I
J
ノ
主
州
1
J
J
J
I
F
-
-
J
i
L
4
/
!
?
i
μ
い

じ

、

，

!
L
M
v
d
U
ノ
1
h引
U
F
4
1
1
J
Z
k
v
r
m
ロ易
4
t
J
占
ル
ノ
件
付

そ
の
カ
に
相
舷
せ
る
生
存
資
料
作
出
へ
の
分
権
、
相
憾
に
遂
行
せ
ら
る
、
旧
畑
、
家
内
又
一
位
に
て
の
物
的
八
刀
持
に
よ
り
て
然
り
、
公

認
岡
敬
の
如
き
他
の
諸
元
素
が
(
外
来
の
悌
同
雨
教
は
別
論
)
祖
先
の
祭
及
家
族
等
翠
と
直
接
閥
聯
を
有
せ
ざ
る
程
度
に
於
て
も
、

に
徹
踊
徹
尾
農
業
的
家
長
的
経
緯
に
本
づ
く
と
せ
ば
同
じ
〈
叉
之
に
相
符
す
、
同
様
に
問
畑
及
雨
の
一
伸
、

の
塞
具
、
最
後
に
又
「
天
一
そ
の
も
の
に
闘
す
る
槻
象
又
記
述
し
難
き
「
問
有
」
概
念
も
亦
然
り
。

そ
の
他
凡
て
陸
上
及
気
回
仲

円
乱
。

5
3
0
に
よ
る
に
支
那
人
口
の
八
五
%
(
即
ち
五
分
の
四
・
ニ
五
、
近
双
一
の
遺
作
上
底
引
用
せ
る

は
五
分
の
四
と
す
、
そ
は

宮
戸
高
品

2
7

欧
米
人
に
よ
る
梗
概
的
見
積
り
の
一
蹴
な
り
)
は
現
に
農
業
に
従
事
す
と
見
積
ら
る
L

も、

そ
の
数
は
精
昨
と
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
左
遠
し
.

仮
り
に
か
h
A

る
高
さ
に
及
ぶ
べ
し
と
せ
ば
走
事
に
制
聯
あ
る
諸
職
業
、
例
へ
ば
村
及
市
場
町
に
於
付
る
商
賀
、

工
匠
、
鍛
冶
屋
、
料

理
屈
主
等
、
並
に
器
産
物
を
農
場
よ
り
諸
都
市
に
運
ぶ
こ
と
に
興
る
べ
き
多
数
人
を
算
入
す
る
の
要
あ
る
ペ
し
、

さ
れ
ど
支
那
人
の

大
多
数
は
直
接
農
耕
及
之
と
界
歯
の
関
係
あ
る
諸
峨
業
に
よ
り
養
は
れ
来
的
叉
現
に
養
は
る
、
農
事
へ
の
誌
痔
が
自
然
の
環
境
に
よ

り
助
長
せ
ら
れ
た
る
は
前
に
設
け
る
が
如
し
、
賓
に
農
民
問
題
は
支
那
に
於
て
太
古
以
来
殻
十
世
紀
を
通
じ
殆
ん
ど
一
般
人
口
問
題 本~i

cf. Rohruach， u. a. O. SS. 9-1 I. 13) 



と
同
調
さ
れ
つ
L
、
舵
曾
及
経
済
生
活
と
の
之
が
緊
切
た
る
関
係
は
歴
代
の
識
者
に
よ
り
重
腕
せ
ら
れ
た
り
、
試
み
に
そ
の
一
例
丈

け
を
採
ら
ん
か
、
戦
図
末
に
於
け
る
韓
非
子
の
著
書
中
五
議
(
近
習
、
挙
者
、
執
級
者
、
肉
、
工
)
篇
に
は
日
く
古
は
人
民
少
而
財
有
絵
、

故
民
不
ν
争
、
是
以
厚
賞
不
ν
行
、
重
罰
不
v
用
、
而
民
自
治
、
今
人
有
一
-
五
子
引
不
ν
潟
ν
多

b

↓
寸
亦
有
二
五
子
↓
大
ザ
〈
未
ν
死
、
而
有
ニ

十
五
孫
、
是
以
人
民
衆
而
貨
財
寡
、
事
力
弊
而
供
養
簿
.
故
民
争
、
雌
ν
倦
ニ
賞
罰
↓
而
ボ
ν
発
-
一
於
飢
一
止
、

又
回
く
餓
歳
之
春
、
幼

弟
不
v
鏡
、
穣
歳
之
秋
、
疏
客
必
食
、
非
主
腕
ニ
骨
肉
-
愛
中
過
客
九
也
、
多
少
之
賞
、
異
也
、
是
以
古
之
易
ν
財
、
非
ν
仁
也
、
財
多
也
、

今
之
争
副
都
非
ν
都
品
、
財
寡
也
、
と
、

又
人
設
第
K
は
日
く
古
者
人
寡
而
相
親
、
物
多
而
純
ν
利
日
却
ν
議、

故
心
付
ヤ
持
議
而
僻
】
一
天
下
】
者
μ

点
リ
一
丁
同
聖
護
司
書
巨
・
「
百
芭
二
一
昌
子
、

a
f
目
240ご
キ
iEn--zR
玉
虫
干
E
-
n
i
=，t
b
'
一

寺
住
「
主
主
hて
邑

田

vp
喜ん/玉川
J

目
白
京
事
与
ノ
一
誠
↓

-
4
F
4
J
1
1
、
H

M

F

-

3

h

f

非
ニ
智
者
之
傭
一
也
、
首
ニ
大
守
之
世
一
而

循
こ
揖
譲
之
紙
一
非
二
聖
人
之
治
一
也
、
故
智
者
不
v
莱
推
(
は
椎
)
車
一
聖
人
不
ν
行
-
一
推
政
-
也
と
、
か
の
后
稜
敬
三
日
比
稼
稽
4

樹
-
一
挙
五

穀
「
五
穀
熱
、
而
民
人
育
、
人
之
有
ν
道
也
、
飽
食
燦
衣
、
逸
居
而
無
ν
数
、
則
近
=
於
禽
獣
づ
袈
人
有
ν
愛
ν
之
、
使
=
一
契
潟
一
首
徒
「

数
以
=
人
倫
一
(
牒
文
公
章
句
上
中
)
と
せ
る
孟
子
が
、
重
農
を
説
き
つ
L
も
人
倫
道
徳
を
第
一
義
に
推
せ
る
に
封
し
祉
舎
の
経
済
的
慕
礎

を
軍
硯
す
る
こ
と
一
唐
甚
し
く
、
ぞ
の
結
果
古
聖
哲
の
跡
を
誹
誘
ず
る
乙
と
を
厭
は
歩
、
文
商
工
を
賎
し
み
て
末
作
と
し
法
刑
を
加

へ
て
之
を
抑
へ
ん
と
せ
る
韓
非
子
が
、
園
民
の
宮
は
食
に
不
足
せ
ざ
る
の
民
衆
に
あ
り
、
徒
ら
陀
人
口
移
し
き
の
み
に
よ
り
て
然
り

と
せ
宇
と
な
せ
る
の
趣
旨
を
採
れ
る
は
注
意
す
ペ
し
。

支
那
本
部
の
面
積
及
人
口
が
農
業
的
た
り
、
従
ひ
て
食
糧
供
給
上
大
踏
に
自
給
的
た
る
は
印
度
に
酷
似
せ
り
、
さ
れ
ど
支
那
に
は

耕
作
に
遁
せ
ざ
る
山
地
の
割
合
遥
か
に
多
く
、
そ
の
結
果
諸
盆
地
そ
の
他
の
肥
沃
た
る
地
域
は
鴻
常
人
口
極
め
て
禰
密
た
り
賓
に
支

那
の
人
口
最
も
調
密
な
る
農
業
地
直
に
於
け
る
一
平
方
哩
蛍
り
人
口
は
多
分
世
界
の
他
の
何
れ
の
園
に
於
け
る
よ
り
遥
か
に
大
な
ら

支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
位
世

第
五
競

〆、
七

cf. Latollrette:， Op. cit. II. p. 69; John Los~;ing Buck， Chinese Farrn Economy， 
:)0， p. 353. 
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支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

第
五
披

六
七
四

/iB 

ん
、
同
一
口
町
が
そ
の
痛
快
極
ま
れ
る
著
書
(
前
掲
)
中
見
積
る
所
に
よ
る
に
、
多
く
の
地
域
に
於
て
軍
一
一
平
方
哩
の
土
地
に
よ
り
三
千

の
人
と
干
の
家
高
止
は
そ
の
生
命
を
支
ゆ
、
他
の
地
域
中
四
千
人
以
上
た
る
も
の
さ
へ
発
見
さ
れ
得
ぺ
し
、
素
よ
り
是
等
の
計
数
は

欧
洲
中
人
口
が
輸
入
食
樺
に
よ
り
養
は
る
L
諸
地
域
の
調
密
怠
る
人
口
と
直
接
に
比
較
さ
る
与
を
得
予
、
支
那
全
般
と
し
て
考
ふ
る

に
人
口
一
入
賞
り
耕
地
面
積

0
・
四
喧
よ
り
も
寧
ろ
以
下
左
り
。
叉
戸
田
門
C
5
2
5
が
近
年
北
支
及
中
東
部
支
郊
の
六
省
内
諸
部
分
に

於
け
る
一
調
査
の
結
果
に
憐
り
記
す
る
所
に
よ
る
に
農
揚
約
一
一
一
千
四
百
の
平
均
閲
積
は
柏
五
喧
な
超
へ
、
社
の
間
安
徽
の
ご
牒
に
於

げ
る
梢
十
喧
飴
の
平
均
よ
り
踊
砲
の
一
一
聯
に
於
け
る
約
二

o
E
喧
に
亙
る
相
惑
を
件
へ
り
、
時
闘
え
と
時
を
河
し
く
し
て
行
は
れ
し
他

の
一
調
査
に
よ
る
に
江
蘇
に
於
け
る
農
民
の
一
二
分
の
二
、
河
北
に
於
け
る
農
民
の
学
教
有
飴
は
一
喧
又
は
そ
の
以
下
の
土
地
に
よ
り

生
計
を
立
て
つ
つ
あ
り
き
、
而
し
て
そ
の
卒
均
保
有
地
と
し
て
示
す
所
江
蘇
に
て
は
約
二
了
二
五
喧
、
河
北
に
て
は
約
四
喧
た
り
き
・

凡
そ
換
期
さ
れ
得
へ
き
が
如
く
雨
量
砂
き
北
支
に
て
は
卒
均
長
揚
面
積
雨
量
一
居
多
〈
繁
茂
期
永
く
栢
の
産
出
に
富
み
又
一
年
中
通

常
二
毛
作
以
上
を
施
し
得
へ
き
揚
子
江
流
域
又
は
南
部
沿
海
地
方
に
於
け
る
よ
り
大
友
る
へ
き
も
、
以
上
引
用
せ
る
諸
計
数
は
概
数

と
す
へ
き
以
上
幾
何
の
信
頼
値
あ
り
と
す
へ
き
や
疑
は
し
き
所
た
り
、
叉
諮
謡
を
弄
せ
る
者
と
し
て
は
支
那
の
敷
媛
小
農
揚
を
そ
の

大
さ
上
ナ
プ
キ
ン
に
警
へ
た
る
「
鎚
リ
行
ク
支
那
人
」
の
著
者
一
枇
舎
撃
者
問
。
訟
の
如
き
も
存
す
と
雌
も
、
金
支
を
通
し
犬
小
農
業
経

替
の
分
配
を
確
賓
に
調
交
し
た
る
こ
と
未
だ
曾
て
存
せ
ざ
る
は
、
支
那
経
済
善
導
の
粧
給
を
建
て
ん
と
す
る
者
の
深
く
留
意
す
べ
き

根
本
義
友
り
。

宮
8
8
g
F
P
E
g『
巴
己
『

2
2
0
(
H
S
E
E
-
n
c
g開
Z
Zア
〈
。

]E-H唱
N
N
弓・

8
可
ぃ
。
∞
)
は
近
年
支
那
の
農
産
に
就
き
興
味
る
る

一
研
究
を
友
せ
り
、
そ
の
指
摘
せ
る
所
に
よ
る
に
支
那
領
土
の
全
部
(
支
那
本
部
、
蒙
古
、
新
彊
の
外
満
洲
語
算
、
但
し
西
臓
を
合
室
ず
)
と

cf. Stamp， op・Cit.，pp・461，4620; Latourette， op. cit.， p・70; Bashford， op. 
ci t.， pp. 32， 33・
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し
で
は
線
面
積
二
、
四
四

O
百
寓
喧
友
り
、
半
分
は
飴
り
に
掴
渇
せ
る
か
(
一
、
一
四
六
百
寓
陪
)
叉
は
飴
り
に
寒
冷
(
六
四
百
寓
喧
)
左

り
、
山
は
五
分
の

(
四
凡
八
一
同
高
時
)
を
占
む
る
以
外
婿
地
三
六
百
寓
喧
を
掩
ひ
、
耕
作
に
趨
す
と
し
て
徐
す
所
会
闘
土
の
二
九
%

(七
O
六
百
高
崎
)
た
り
、
而
も
亦
そ
の
中
賞
際
に
耕
作
せ
ら
る
L
は
約
四
分
の
一
(
一
七
六
百
寓
告
に
過
ぎ
や
と
見
積
ら
る
、
か
ぐ
て

著
者
は
問
へ
り
「
支
那
は
絶
え
や
そ
の
溢
る
L
数
百
高
人
の
食
物
献
乏
を
告
ぐ
る
に
、
何
故
に
可
耕
地
の
四
分
の
一
を
恨
む
耕
作
せ

ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
か
」
と
、
そ
の
容
と
し
て
悲
に
着
想
さ
れ
得
ぺ
き
唯
一
事
は
、
支
那
が
機
械
を
紋
き
そ
の
必
然
の
結
呆
と
し
て
力

足
ら
や
、
限
界
地
を
開
拓
す
る
に
到
り
得
ぎ
る
こ
と
に
存
す
。

さ
れ
ど
恰
も
以

k
引
用
せ
る
計
数
は
事
態
の
波
設
と
し
て
理
組
加
を
菜
し
得
た
り
と
せ
や
、

そ
の
中
に
は
資
際
上
金
〈
別
具
な
る
詩

関
士
を
含
め
ば
な
り
、
交
郎
に
闘
し
て
地
方
別
の
考
察
を
件
ふ
の
市
町
あ
る
は
耐
に
も
力
説
ゼ
る
町
、
買
に
家
ム

l

刊
は
拐
」
J

江
流
域
の
す

Aq

那
農
民
に
と
り
で
は
金
く
知
ら
れ
ぎ
る
外
国
た
り
、
か
〈
て
未
耕
地
と
し
て
上
に
象
げ
た
る
地
積
を
開
拓
す
と
の
請
は
、
何
は
併
置

き
第
一
に
新
土
へ
の
多
一
勢
移
住
を
意
味
す
ぺ
し
a

此
問
題
に
関
聯
し
特
に
降
雨
偶
々
乏
し
き
結
果
早
越
の
禍
害
を
生
む
こ
と
揚
子
江
流
域
に
比
し
大
在
る
べ
き
北
支
問
題
と
し
て
の

著
人
口
過
剰
陀
就
き
、
適
切
友
る
救
済
策
を
考
案
す
る
が
如
き
は
一
難
闘
た
る
に
似
た
り
、
合
理
的
見
地
よ
り
せ
ば
明
瞭
在
る
一
一
瞬

決
策
は
満
洲
の
腰
野
及
蒙
古
の
人
畑
稀
な
る
岨
越
境
に
宿
さ
る
べ
し
、
素
よ
り
従
来
既
に
北
の
諸
平
原
よ
り
是
等
地
積
へ
の
絶
え
ざ
る

溢
出
は
存
し
た
り
、
さ
れ
ど
満
洲
に
就
き
で
は
濁
立
国
と
友
れ
る
今
日
純
経
済
論
を
以
て
推
し
得
ざ
る
も
の
あ
り
、

一
般
に
叉
同
郷

者
の
犬
部
分
は
一
時
的
移
住
に
し
て
買
の
植
民
的
移
動
は
一
小
部
分
の
み
、
人
口
過
測
の
惨
肢
を
呈
す
る
も
支
那
民
族
の
習
性
上
移

住
を
快
く
決
行
せ
ざ
る
の
風
あ
る
は
前
に
も
設
け
る
が
如
く
友
る
を
奈
何
せ
ん
。
今
日
板
東
熱
帯
地
方
詳
言
す
れ
ば
馬
来
、
印
度
支

支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

ハ
七
五

第
五
貌

主五

cf. Stamp， op. cit.， p・462・16) 



支
那
農
業
。
片
影

第
四
十
六
巻

~ ノ、

六
七
六

第
五
貌

那
、
東
印
度
及
非
律
賓
に
融
市
し
く
移
住
す
る
支
那
人
の
大
多
数
は
、
体
調
目
的
諸
概
念
よ
り
或
程
度
迄
樽
放
さ
れ
し
成
東
人
友
り
、

れ
ど
海
外
に
あ
る
是
等
庚
東
人
と
雌
も
そ
の
故
郷
と
密
接
右
る
聯
絡
を
保
ち
、
老
年
に
五
り
海
外
に
で
蓄
積
せ
る
官
を
持
し
て
鶴
岡

ず
る
は
頻
繁
ゑ
り
。

支
那
人
口
に
闘
す
る
近
年
数
調
査
の
結
果
(
内
閣
統
計
局
雑
誌
統
計
時
報
第
七
七
放
が
会
猫
統
計
局
雑
誌
名
広
三
え
7
z
m
E
Z
F
に
掠
り
、

「
巾
央
核
心
地
方
と
俄
ワ
特
技
な
る
関
係
を
有
し
な
い
外
部
地
方
一
即
ち
満
州
地
方
新
慌
省
、
外
装
占
、
間
癒
を
度
外
摘
す
る
と
、
二
一
一
一
省
に
分
た
れ
た

女
那
本
土
は
人
口
四
二
六
割
六
百
寓
人
と
せ
る
も
同
様
に
取
扱
ひ
符
ベ
し
)
に
枕
雪
見
積
り
過
大
の
凝
を
抑
み
つ
L

、
満
州
を
合
算
せ
る
支
那

は一一言へ

本
部
の
人
口
は
虞
ら
〈
四
億
前
後
を
問
で
ざ
ら
ん
、

と
は
一
平
方
哩
平
均

一
人
の
人
口
密
度
を
授
〈
会
せ
る
∞

z
g℃

り
、
支
那
地
表
の
形
勢
山
岳
に
富
め
る
乙
と
、
そ
の
結
県
と
し
て
人
口
が
肥
沃
た
る
盆
地
及
卒
原
に
集
中
す
る
と
と
は
、
此
の
計
数

の
意
義
を
軽
微
た
ら
し
む
、
偲
令
ば
大
醐
曜
に
農
土
な
る
註
蘇
省
の
金
人
口
密
度
は
八
七

O
及
八
八

O
の
聞
に
あ
る
も
、

そ
の
零
度
は

純
農
業
地
匝
に
於
て
さ
へ
相
営
大
面
積
の
地
に
亙
り
三
乃
至
四
千
人
に
及
び
得
ぺ
き
や
前
に
も
一
一
言
せ
る
が
如
し
と
問
。

zgnr
も

亦
山
東
省
に
就
き
自
作
農
民
甚
だ
稿
密
な
る
を
説
き
、
強
目
漏
閏
の
学
大
な
る
一
蝋
域
に
約
一
一
一
千
寓
人
の
人
口
お
り
、
そ
の
主
大
衆
は

そ
の
購
民
力
が
全
く
収
穫
の
豊
凶
に
よ
り
左
右
さ
る
べ
き
は
自
然
の
数
た
り
と
附
言
し
た
り
。

全
く
農
民
た
る
を
説
き
、

認
に
向
附
設
す
る
を
無
径
と
せ
ざ
る
は
農
業
支
那
の
思
想
的
背
景
に
あ
り
、
凡
そ
衣
食
住
問
題
は
由
来
支
那
人
の
眼
に
犬
き
〈
映

じ
た
り
、

と
は
素
よ
り
何
れ
の
枇
舎
に
と
り
て
も
必
然
然
り
と
す
べ
し
、

さ
れ

E
支
那
人
は
現
世
的
・
な
る
を
そ
の
理
想
中
に
宿
ナ
乙

手

l
q
?
ヲ
内
ク
ノ
?
?
マ

と
(
一
例
に
よ
れ
ば
曾
見
の
機
に
於
け
る
挨
拶
担
茶
召
し
ま
し
た
か
御
飯
召
上
り
ま
し
た
か
「
吃
了
飯
了
膝
」
き
へ
も
飲
食
に
亘
る
)
何
れ
の
民
衆
よ

り
も
大
友
り
き
、

一
義
に
よ
ら
は
唯
物
的
性
向
あ
る
を
そ
の
特
色
と
す
と
も
設
か
れ
得
ぺ
し
、

試
み
に
想
へ
園
家
行
動
の
土
嘉
と さ

Rohrl>ach， a. a. O. S. 102. 

c1. Stamp， Op. cit.， pp. 162， 1720 
cf. Stamp， op. cit.， pp・469，470; 
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ヨ
た
れ
る
諸
哲
事
思
想
上
生
活
の
自
然
的
基
一
礎
に
関
心
す
る
こ
と
著
大
怒
り
し
ゃ
確
か
な
る
を
、

又
太
古
に
遡
り
文
化
の
跡
を
探
り
得

ぺ
き
限
り
に
於
て
、
そ
は
意
識
的
に
農
業
に
依
存
し
叉
之
が
扱
興
に
努
め
た
る
を
、
叉
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
す
る
に
営
り
理

論
と
の
根
擦
と
た
せ
る
法
家
(
特
に
商
訣
)
の
品
一
ロ
試
は
枇
曾
の
経
済
組
織
に
重
き
を
台
け
る
を
、
又
道
統
永
く
そ
の
流
れ
を
垂
れ
し
儒

者
の
教
に
あ
り
で
は
文
明
た
る
べ
し
と
せ
ば
衆
庶
が
衣
た
く
食
・
た
き
を
詐
さ
る
ぺ
き
に
非
中
と
の
事
賓
を
認
め
た
る
を
、
唯
幾
世
紀

を
通
じ
尊
崇
を
繋
ぎ
得
た
る
凶
有
折
口
鳳
ナ
中
道
家
(
老
来
列
)
の
み
は
肉
醗
の
享
梁
に
専
心
な
る
を
誹
り
、

人
を
し
て
肉
の
諸
線
総
よ
り

脆
叩
せ
し
め
ん
と
す
、
誌
に
併
せ
て
注
意
す
ぺ
き
は
本
来
の
道
家
と
之
に
比
し
{
示
教
的
色
彩
を
加
ふ
る
こ
と
多
き
道
教
ー
と
を
匝
別
す

ぺ
き
と
と
注
り
、
後
品
引
は
後
誕
の
張
泣
陵
に
よ
り
創
め
ら
れ
市
川
代
に
五
り
一
天
下
に
そ
の
勢
を
張
り
し
所
取
り
、
そ
の
後
も
今
日
に
五

る
迄
深
く
民
衆
の
精
神
に
浸
透
し
、

そ
の
貫
生
活
を
支
配
し
来
れ
り
、

と
は
支
那
に
起
り
そ
の
民
族
牧
民
基
づ
き
且
つ
古
代
よ
り
僻

承
し
た
る
多
紳
敬
、
天
人
合
一
の
恩
怨
に
立
脚
し
つ
弘
、
そ
の
営
時
の
天
文
時
一
向
術
等
を
巧
み
に
取
入
れ
神
仙
詑
そ
の
他
種
々
の
迷
信

マ
乏
リ
ヲ
タ

砲
術
を
も
加
味
し
て
、
金
銀
を
化
し
、
符
水
を
行
ひ
、
終
に
老
子
の
接
よ
り
聞
で
た
り
と
稀
し
彼
を
天
仙
の
長
と
し
そ
の
思
想
を

以
て
数
理
を
飾
る
も
、

そ
は
神
仙
の
術
を
講
や
る
者
老
子
に
附
曾
し
た
る
に
過
ぎ
や
、
同
時
に
悌
教
に
倣
ひ
て
劫
教
を
説
き
又
之
に

託
於
太
上
、
太
上
者
、
最
上
之
稿
、
銭
老
君
之
師
、

宋
史
義
文
志
及
退
蔵
山
W
H

著
録
、
其
書
出
於
抱
朴
子
、
而
其
詞

其
旨
在
勧
善
懲
悪
、
奥
書
作
善
降
一
酔
不
善
降
硯
之
読
合
、
清
有
恵
棟
東
桃
園
唱
填
合
法
本
、
甚
精
博

擬
し
て
諸
種
の
経
典
(
特
に
代
表
的
な
る
丈
島
帝
君
太
上
感
臆
編
。
解
源
日
、
書
名
、

ト
)
を
編
成
し
、

儒
者
の
費
時
道
徳
を
も
加
へ
一
大
韓
系
を
整
へ
℃
成
れ
る
宗
教
な
り
、

さ
れ
ど
そ
の
寅
質
は
現
世
的
に
し
て
名
利

に
嫡
び
目
的
と
す
る
所
は
踊
様
寄
の
三
字
に
設
く
と
謂
は
る
、
共
の
設
に
よ
る
に
邪
呆
を
去
り
て
心
神
を
清
め
行
を
積
み
て
功
を
樹

て
徳
を
累
ね
て
善
を
増
さ
ば
白
日
天
に
上
り
て
長
生
す
る
を
得
べ
し
と
す
。

支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

七

六
七
七

第
五
競

cf. Latourette， op. cit.， 1J， p. 65 伍 T甘村理署次郎溜川亀太郎纂著、支部史
三の七二頁喝民百科大僻典、第六巻、 2()2J主。神保勝世、支那の宗数多!照。
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支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

六
七
八

第
五
雄

i¥. 

右
の
一
黙
に
於
て
支
那
は
印
度
と
根
本
的
に
異
る
と
謂
ひ
得
ぺ
し
、
貫
際
上
印
度
人
の
大
多
数
も
そ
の
肉
鰐
の
生
存
を
保
つ
の
闘

命

a
K
逐
は
る
h

と
と
如
何
に
多
し
と
す
る
も
、
理
論
上
は
乙
の
煩
岡
市
を
離
脱
せ
ん
と
す
る
b
L
例
と
し
、
禁
叫
山
山
陪
濁
を
曾
ぴ
現
在
願
現

の
世
界
を
一
幻
影
と
観
念
す
る
の
傾
向
あ
り
き
、
此
理
由
-
あ
る
が
た
め
に
叉
腕
近
西
洋
に
於
け
る
意
見
の
風
潮
に
巻
込
ま
る
L
こ
と

印
度
人
に
比
し
一
居
容
易
た
り
得
た
る
右
指
示
し
得
べ
し
、
そ
の
相
違
は
第
二
十
世
紀
に
入
り
白
岡
此
の
熱
烈
を
最
も
多
く
喚
起
し

た
る
二
人
に
就
き
て
窺
は
る
即
ち
一
方
に
は
禁
慾
的
に
向
洋
大
工
業
主
義
よ
り
閣
民
を
救
び
出
さ
ん
と
希
望
せ
る
の

mg圧
を
見
た

る
に
、
他
方
に
は
係
泡
仙
あ
り

r

、
同
己
は
噌
微
に
的
淡
な
り
し
も
渋
慾
的
た
ら
夕
、
間
洋
の
機
械
的
仕
組
を
支
那
よ
h

り
排
斥
せ
ん
と

希
望
す
る
が
如
き
愚
孝
に
出
で
や
、
国
民
生
計
の
愛
友
か
ら
ん
と
と
を
力
説
し
、
西
洋
に
莫
大
の
資
本
を
仰
ぎ
て
支
那
鍋
道
伸
張
の

事
に
営
り
、
園
川
内
の
経
済
褒
展
策
を
唱
道
し
た
り
、
唯
物
主
義
な
り
と
し
て
西
洋
を
譲
れ
る
吋
兵
D
Z
と
科
事
的
知
識
及
人
の
自
然

的
遺
境
利
用
上
西
洋
に
競
は
ん
こ
と
を
困
対
に
室
む
胡
趨

(
米
閣
に
皐
び
し
同
民
主
張
の
批
評
は
兎
も
角
と
し
そ
の
一
著

ロ
ロ
回
目
M
E
・
4
r
o

ロ
o
d
o
r
-
u
g
o
z
o『

停

Z
H
L
O
四
日
の
と
昌
巳
F

。L
E
〉ロの
-oz
n
z
-
D
F
H申
N
N

昭
和
二
年
の
同
詩
本
井
出
季
和
太
制
適
の
支
那
哲
畢
論
は
現
代
支
那
人
の
著

書
と
し
て
注
目
を
値
ひ
ナ
る
も
の
ふ
一
た
曹
)
と
の
針
立
は
、
右
二
人
の
針
立
以
上
に
注
目
を
引
く
。

右
思
想
的
背
景
を
控
へ
支
郡
が
由
来
園
土
の
経
済
生
活
に
意
を
一
庄
町
内
、
又
依
然
と
し
て
そ
の
欣
を
綾
く
る
は
怪
し
む
に
足
ら
宇
、
園

土
の
生
産
分
配
問
題
を
徹
底
的
に
訪
問
ぜ
ん
と
せ
る
結
果
一
位
舎
主
義
の
試
闘
を
見
し
こ
と
一
再
た
ら
ざ
り
し
も
、
亦
偉
観
と
す
る
に
足

ら
や
、

王
芥
及
玉
安
石
の
事
績
も
要
は
儒
者
並
に
古
代
法
家
者
流
に
よ
り
通
常
有
数
と
し
て
承
認
さ
れ
た
る
英
植
統
制
可
能
主
義
を

誇
張
的
一
形
式
の
下
遂
行
せ
る
に
外
な
ら
中
。

枇
舎
主
義
に
類
せ
る
も
の
支
那
人
の
忠
忽
上
金
く
無
縁
た
り
し
と
す
る
を
得
ざ
る
も
、
清
朝
及
そ
の
以
前
の
幾
多
朝
代
の
下
帝
政



h

治
は
著
し
く
自
由
放
任
政
策
た
り
き
、
素
よ
り
政
務
如
何
に
よ
り
で
は
政
府
の
干
渉
も
行
ば
れ
た
り
、
貨
幣
鋳
造
は
政
府
の
手
に

撞
ら
れ
、
堕
責
由
民
は
政
府
の
猪
占
た
り
、
そ
は
消
費
者
の
利
径
を
計
り
代
債
を
低
廉
写
り
し
め
品
質
を
改
善
す
る
の
一
方
便
と
し
て

よ
り
も
、
寧
ろ
牧
入
源
と
し
て
然
り
、
巌
密
な
る
監
察
は
外
岡
貿
易
に
加
へ
ら
れ
、
課
税
の
形
式
に
よ
り
徴
収
せ
る
米
を
貯
ふ
る
副

立
倉
廃
は
飢
簡
の
際
代
債
を
平
準
し
窮
乏
を
紋
ふ
が
た
め
に
使
用
さ
れ
た
り
、
実
僚
は
遁
常
荒
地
の
底
分
を
決
定
し
、

一
不
動
産
へ

の
地
券
は
そ
の
認
可
友
く
し
て
は
入
手
し
得
べ
く
も
非
ざ
り
き
、

さ
れ

ε帝
岡
政
府
及
地
方
役
所
は
大
憾
に
は
岡
内
の
農
工
商
業
に

就
き
何
等
の
政
権
主
及
ぼ
さ
ざ
り
き
。

実
僚
の
干
渉
を
比
較
的
に
受
け
?
す
と
謂
ふ
も
そ
は
普
通
に
所
講
個
人
の
自
由
主
義
が
闘
内
経
済
界
に
横
溢
せ
る
を
出
田
中
味
せ
宇
、
寧

ら
之
と
反
叫
別
代
別
律
は
前
九
僚
分
止
一
目
政
ム
旧
に
よ
り
加
へ
ら
れ
ざ
0
し
も
、

他
方
的
政
治
外
の
諸
機
一
川
畑
俄
令
ば
家
族
、

可
能
且
台
年
亡
よ

F
'
o
げ
川
吋
喝
首
H
T
J
J
F

り
行
ば
れ
た
り
、

さ
れ
ば
寅
際
事
態
は
殆
ん
ど
白
山
放
任
の
反
針
た
り
き
、
個
人
は
好
む
所
に
従
ひ
て
友
す
の
同
由
あ
る
た
〈
、
風

俗
慣
習
と
諸
協
同
機
闘
の
締
網
去
に
よ
り
周
需
に
蔚
束
さ
れ
た
リ
。

右
の
組
織
は
隣
近
四
洋
資
本
家
本
位
の
経
枠
組
織
と
は
著
し
〈
異
れ
り
、
菟
同
支
那
は
動
産
に
よ
る
富
の
大
蓄
積
を
有
せ
宮
り
き
、

大
宮
一
蒙
は
土
地
、
質
屋
、
彩
し
き
衣
服
、
需
耳
石
及
地
金
銀
の
形
式
に
よ
れ
り
、
数
百
人
数
千
人
の
放
資
を
一
企
業
に
集
む
る
の
使
備

は
れ
る
株
式
合
枇
は
仔
せ
ざ
り
か
一
=
、
合
名
A
口
資
組
合
、
同
職
組
合
‘
秘
出
判
結
枇
及
家
族
は
特
色
-b
る
経
済
的
諸
合
同
形
式
た
り
き
、

叉
晩
近
丙
洋
一
へ
多
段
民
族
に
反
し
支
那
は
経
作
的
に
は
殆
ん
ど
全
く
自
足
的
た
り
園
土
の
総
取
引
上
外
岡
貿
易
の
嵩
高
く
は
上
ら
ざ

り
き
、
支
那
は
今
H
J
C
へ
も
残
飴

ω
世
外
よ
り
交
通
を
総
た
れ
た
れ
ば
と
て
、
衣
食
に
つ
き
て
は
不
偵
を
感
ヂ
る
の
度
著
し
き
と
と

な
ぎ
を
得
ん
。

支
那
農
業
内
片
影

第
四
十
六
巻

六
七
九

第
五
滋

え，


